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等
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3

11

・
東
日
本
大
震
災
発
生

・
県
内
全
市
町
村
に
対
し
災
害
救
助
法
を
適
用

12
！

未
明
か
ら
警
察
本
部
の
要
請
に
よ
り
、遺
体
安
置
所
確
保
の
た
め
の
調
整
を
開
始

！

警
察
本
部
が
検
視
班
16
班
を
編
制
、知
事
部
局
を
通
じ
検
視
場
所
と
遺
体
安
置
所
を
確
保

！�

宮
城
県
総
合
運
動
公
園（
以
下「
グ
ラ
ン
デ
ィ・
21
」）内
に
遺
体
安
置
所
を
設
置
、県
か
ら
職
員
を
派
遣

！�「
災
害
時
に
お
け
る
棺
等
葬
祭
用
品
の
供
給
に
関
す
る
協
定
」に
基
づ
き
県
葬
祭
業
協
同
組
合
に
協
力

を
要
請

13

・
県
、仙
台
市
、仙
台
地
域
葬
儀
会
館
連
絡
協
議
会
が
棺

ひ
つ
ぎの

用
意
や
役
割
分
担
等
に
つ
い
て
協
議

・
国
を
通
じ
て
全
日
本
葬
祭
業
協
同
組
合
連
合
会
に
対
し
て
葬
祭
用
品
の
供
給
に
つ
い
て
支
援
を
要
請

14
！�
厚
生
労
働
省
が「
墓
地
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
埋
火
葬
許
可
の
特
例
に
つ
い
て
」を
発
出

！�

全
国
知
事
会
に
対
し
て「
平
成
23
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
対
策
に
関
す
る
緊
急
要
望
書
」を
提

出
し
、他
都
道
府
県
で
の
火
葬
支
援
を
要
請

15

・�

火
葬
の
受
入
可
能
と
の
回
答
が
あ
っ
た
都
道
府
県
の
中
か
ら
、遺
体
の
搬
送
距
離
等
を
考
慮
し
、東
北

５
県
、北
海
道
、栃
木
県
、埼
玉
県
及
び
東
京
都
に
火
葬
協
力
に
つ
い
て
改
め
て
要
請

16
！�

こ
の
日
だ
け
で
最
大
１
０
８
０
体
の
遺
体
を
収
容

・
市
町
村
に
県
外
火
葬
場
の
受
入
状
況
の
情
報
を
提
供

17
！�

埋
葬（
土
葬
）す
る
場
合
の
手
順
や
墓
地
の
選
定
基
準
を
示
し
た
マ
ニュ
ア
ル
を
関
係
市
町
村
に
通
知

19

・
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
県
外
火
葬
場
の
受
入
状
況
を
掲
載

20

・
全
国
霊

れ
い
き
ゅ
う柩

自
動
車
協
会
に
対
し
遺
体
搬
送
の
協
力
を
要
請

21
！�

気
仙
沼
市
大
島
で
仮
埋
葬（
土
葬
）開
始
、県
内
３
市
３
町
で
順
次
開
始

22

・
東
松
島
市
で
仮
埋
葬（
土
葬
）開
始

22

・
火
葬
料
の
全
額
減
免
措
置
に
つ
い
て
市
町
村
に
通
知

23

・
石
巻
市
、亘
理
町
で
仮
埋
葬（
土
葬
）開
始

24

・
東
京
都
か
ら
身
元
不
明
遺
体
の
火
葬
に
つ
い
て
協
力
す
る
旨
の
回
答

26

・
山
元
町
、女
川
町
外
で
仮
埋
葬（
土
葬
）開
始

4

1
！�

東
京
都
瑞
江
葬
儀
所
で
の
火
葬
開
始

5

・
知
事
か
ら
東
京
都
知
事
に
遺
体
の
搬
送
を
含
め
た
火
葬
の
協
力
を
改
め
て
要
請

6

・
18
か
所
の
遺
体
安
置
所
で
他
の
安
置
所
に
収
容
さ
れ
て
い
る
遺
体
写
真
を
閲
覧
開
始

15

・
東
京
都
四
ツ
木
斎
場
で
の
火
葬
開
始

16
！�

女
川
町
に
よ
る
改
葬（
遺
体
掘
り
起
こ
し
及
び
火
葬
）開
始
、県
内
３
市
３
町
で
順
次
実
施

22

・
火
葬
料
の
全
額
減
免
措
置
に
つ
い
て
市
町
村
に
通
知

28

・
東
京
都
臨
海
斎
場
で
の
火
葬
開
始

5

24

・�

厚
生
労
働
省
が「
土
葬
さ
れ
た
遺
体
の
改
葬
に
伴
う
災
害
救
助
法
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」を
発
出

6

10

・
女
川
町
で
改
葬
を
完
了
、山
元
町
で
改
葬
を
完
了（
16
日
）、亘
理
町
で
改
葬
を
完
了（
23
日
）

8

17

・
石
巻
市
で
の
改
葬
を
完
了

9

11

・
気
仙
沼
市
及
び
東
松
島
市
を
除
く
１
市
３
町
で
改
葬
完
了

10

10

・
東
松
島
市
で
の
改
葬
を
完
了

11

19
！�

気
仙
沼
市
で
の
改
葬
を
完
了
、こ
れ
に
よ
り
県
内
全
て
の
改
葬
が
終
了

30

・
県
内
の
遺
体
安
置
所
を
全
て
閉
鎖

H25

4

8

・
県
が
仮
安
置
し
た
身
元
不
明
の
遺
骨
の
引
渡
し
が
完
了

H29

4

1

・
宮
城
県
広
域
火
葬
計
画
を
施
行

種別
都道
府県

死者 行方不明
負傷者

重傷 軽傷 程度不明
人 人 人 人 人

北海道 1 3
青森県 3 １ 25 85
岩手県 5,144 1,112 4 50 159
宮城県 10,566 1,219 502 3,618 28
秋田県 4 7
山形県 3 10 35
福島県 3,904 224 20 163
茨城県 66 1 34 680
栃木県 4 ７ 126
群馬県 1 14 26
埼玉県 1 10 94

種別
都道
府県

死者 行方不明
負傷者

重傷 軽傷 程度不明
人 人 人 人 人

千葉県 22 2 30 231
東京都 8 22 97
神奈川県 6 17 120
新潟県 3
山梨県 2
長野県 1
静岡県 1 2
三重県 1
大阪府 1
徳島県
高知県 1

合計 19,729 2,559 700 5,346 187

2 1

東
日
本
大
震
災
で
は
、
県
内
火
葬
場
の
能

力
を
は
る
か
に
上
回
る
数
の
遺
体
が
発
見
・

収
容
さ
れ
、
遺
体
の
全
て
を
早
期
に
火
葬
す

る
こ
と
が
極
め
て
困
難
な
状
況
で
あ
っ
た
。

県
の
大
規
模
災
害
時
医
療
救
護
マ
ニ
ュ
ア

ル
で
は
、
市
町
村
は
遺
体
安
置
所
を
設
置
し
、

遺
族
に
代
わ
り
遺
体
の
処
理
や
応
急
的
な
埋

葬
を
行
い
、
県
は
広
域
的
対
応
が
必
要
な
場

合
に
近
隣
市
町
村
へ
の
協
力
要
請
や
他
県
か

ら
の
支
援
要
請
を
す
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て

い
た
が
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
沿
岸
部
の
市

町
村
で
は
、
対
応
が
困
難
な
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
。
県
で
は
、
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法

律
を
所
管
す
る
食
と
暮
ら
し
の
安
全
推
進
課

が
、
検
視
を
行
う
警
察
の
要
請
に
よ
り
遺
体

安
置
所
確
保
の
た
め
の
調
整
を
行
う
と
と
も

に
、
棺
等
の
葬
祭
用
品
の
調
達
・
確
保
、
他

県
へ
の
火
葬
協
力
要
請
、
市
町
村
の
支
援
と

し
て
仮
埋
葬（
土
葬
）・
改
葬
へ
の
支
援
等
を

行
っ
た
。
ま
た
、
遺
体
安
置
所
で
は
、
県
災

害
対
策
本
部
仙
台
支
部
を
中
心
に
受
付
業

務
等
を
行
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
当
時
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
災

害
時
の
火
葬
体
制
が
速
や
か
に
構
築
さ
れ
る

よ
う
広
域
火
葬
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。

都道府県別の人的被害

行方不明者捜索活動（女川町）遺体安置所・旧仙台空港ボウル（名取市）（出典：福岡市医師会） 潜水士による行方不明者捜索（石巻市内）（出典：第二管区海上保安部）仮埋葬の様子

転
機
と
な
っ
た
取
組
等

！

出典：令和2年3月１日時点、総務省消防庁、平成23年（2011年）東北地方太平洋
沖地震（東日本大震災）について　第160報 別紙

埋
火
葬
対
応
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区分 震災名 発災後
3日 １週間 10日 1か月 3か月 4か月 6か月

収容
遺体数（体）

本震災 1,988 6,855 8,593 13,051 15,346 15,480 15,714

阪神・淡路 4,550 5,090 5,140 5,372 5,480 5,480 5,480

身元不明
遺体数（体）

本震災 1,147 3,842 4,511 2,141 1,982 1,496 1,093

阪神・淡路 101 89 38 27 10 9 9

身元
確認率（％）

本震災 42.3 44.0 47.5 83.6 87.1 90.3 93.0

阪神・淡路 97.8 98.3 99.3 99.5 99.8 99.8 99.8

仮埋葬（土葬） 改葬

箇所 遺体数 開始日 完了日 開始日 完了日

石巻市 7 993 3月23日 4月25日 5月8日 8月17日

気仙沼市 2 228 3月21日 4月26日 5月5日 11月19日

東松島市 1 369 3月22日 6月8日 5月9日 10月10日

亘理町 3 123 3月23日 4月14日 6月1日 6月23日

山元町 1 154 3月26日 5月31日 6月1日 6月16日

女川町 1 241 3月24日 5月10日 4月16日 6月10日

計 15 2,108

4 3

本
部
対
応

火
葬
が
追
い
つ
か
な
い
、

遺
体
安
置
所・棺
が
な
い

発
災
直
後
〜
平
成
23
年
４
月
末

遺
体
安
置
所
の
設
置
、葬
祭
用
品
の
確
保

被
災
市
町
の
中
に
は
遺
体
安
置
所
の
設
置
が
困
難
な

所
も
あ
っ
た
た
め
、
県
で
は
、
県
警
察
本
部
か
ら
の
要
請

に
よ
り
、
遺
体
安
置
所
を
グ
ラ
ン
デ
ィ・
21
内
に
設
置
す

る
等
、
施
設
を
所
管
す
る
教
育
委
員
会
等
と
の
調
整
を

行
っ
た
。
３
月
中
旬
に
は
県
内
26
か
所
に
設
置
さ
れ
た
。

ま
た
、
発
災
翌
日
の
12
日
に
は
、
棺
等
の
葬
祭
用
品

を
速
や
か
に
確
保
す
る
た
め
、「
災
害
時
に
お
け
る
棺
等

葬
祭
用
品
の
供
給
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
県
葬
祭

業
協
同
組
合
に
協
力
を
要
請
し
、
市
町
村
に
代
わ
っ
て

各
遺
体
安
置
所
へ
の
搬
送
を
依
頼
し
た
。
あ
わ
せ
て
３

月
13
日
に
は
、
国
を
通
じ
て
全
日
本
葬
祭
業
協
同
組
合

連
合
会
に
対
し
て
も
葬
祭
用
品
の
供
給
支
援
を
要
請
し

た
。警

察
本
部
職
員

「
発
災
直
後
か
ら
次
々
と
御
遺
体
が
搬
送
さ
れ
、
最

初
に
設
置
し
た
検
死
場
所
で
あ
る
石
巻
体
育
館
は
三

日
程
度
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
ど
こ
か
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
、
関
係
部
局
や
自
治
体
と
調
整
を

図
り
、
大
規
模
拠
点
と
し
て
旧
石
巻
青
果
市
場
を
検

死
場
所
と
し
て
運
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
こ
こ
も
数
日
で
手
狭
に
な
り
、
棺
の
数
も
足

り
な
い
状
況
で
し
た
。
検
死
場
所
か
ら
す
れ
ば
、
亡

く
な
っ
た
方
の
尊
厳
や
御
遺
族
の
感
情
を
考
慮
す
る

と
、
非
常
に
困
っ
た
問
題
で
し
た
」

一
日
も
早
い
火
葬
を
求
め
て
い
ま
し
た
」

「
市
町
は
御
遺
族
に
説
明
す
る
の
が
か
な
り
大
変
だ

っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
」

「
４
月
中
旬
く
ら
い
か
ら
火
葬
場
が
復
旧
し
始
め
た

の
で
、
改
葬
し
た
い
と
い
う
御
遺
族
の
意
向
を
受
け

て
、
葬
祭
業
者
の
方
が
掘
り
起
こ
し
ま
し
た
。（
土
の

重
さ
で
）
棺
も
壊
れ
、
土
の
つ
い
た
状
態
で
は
、
炉

が
傷
む
た
め
火
葬
で
き
ま
せ
ん
。
新
し
い
棺
に
安
置

す
る
の
は
大
変
な
作
業
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
」

全
国
に
協
力
を
求
め
て

平
成
23
年
４
月
１
日
〜
５
月
31
日

他
都
道
府
県
へ
の
火
葬
協
力
要
請

県
で
は
、
発
災
後
か
ら
近
隣
県
に
対
し
て
個
別
に
火

葬
協
力
の
要
請
を
行
っ
て
い
た
が
、
３
月
14
日
に
は
全

国
知
事
会
に
対
し
て「
平
成
23
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
対
策
に
関
す
る
緊
急
要
望
書
」
を
提
出
し
、
他
都

道
府
県
で
の
火
葬
に
つ
い
て
の
支
援
を
要
請
し
た
。
受

入
可
能
と
回
答
が
あ
っ
た
中
か
ら
、
遺
体
の
搬
送
距
離

等
を
考
慮
し
、
９
都
道
県
に
対
し
て
改
め
て
個
別
に
協

力
要
請
を
行
っ
た
。
ま
た
、
県
外
火
葬
場
の
受
入
状
況

食
と
暮
ら
し
の
安
全
推
進
課
職
員

「
安
置
所
に
収
容
さ
れ
る
御
遺
体
は
、
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
や
毛
布
に
包
ま
れ
た
状
態
な
の
で
御
遺
族
の
方
が

耐
え
ら
れ
ず
、
棺
を
早
く
用
意
し
て
ほ
し
い
と
、
市

町
村
か
ら
怒
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
３
月
20

日
過
ぎ
に
供
給
過
多
に
な
る
ま
で
の
十
日
間
ほ
ど
は
、

棺
が
足
り
な
い
と
い
う
非
常
に
大
変
な
状
況
で
し

た
」県

内
火
葬
場
の
復
旧
支
援

平
常
時
の
県
内
火
葬
場
の
受
入
総
数
は
２
０
０
体
／

日
程
度
で
あ
っ
た
。
３
月
15
日
の
時
点
で
県
内
20
か
所

／
27
か
所
が
稼
働
し
て
い
た
が
、
受
入
可
能
総
数
は
50

体
／
日
程
度
で
あ
っ
た
。
県
で
は
、
発
災
直
後
か
ら
火

葬
場
の
情
報
収
集
に
努
め
、
遺
体
の
受
入
可
能
状
況
に

つ
い
て
被
災
市
町
に
随
時
、
情
報
提
供
を
行
っ
た
。
あ

わ
せ
て
火
葬
場
の
燃
料
確
保
の
た
め
、
各
火
葬
場
か

ら
情
報
収
集
し
、
関
係
機
関
に
供
給
を
依
頼
し
た
。
４

月
以
降
は
徐
々
に
電
力
の
供
給
状
況
や
燃
料
不
足
が
改

善
し
た
こ
と
に
加
え
、
火
葬
場
の
稼
働
時
間
を
延
長
す

る
等
で
１
４
０
体
／
日
程
度
の
火
葬
が
可
能
と
な
っ
た
。

５
月
以
降
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
遺
体
を
県
内
で
火
葬
で

き
る
状
況
と
な
っ
た
。

食
と
暮
ら
し
の
安
全
推
進
課
職
員

「
調
べ
る
と
、
県
内
の
火
葬
場
27
か
所
の
う
ち
燃
料

に
重
油
を
使
っ
て
い
た
の
は
２
か
所
、
残
り
25
か
所

は
灯
油
で
し
た
。
当
時
、
灯
油
は
病
院
や
避
難
所
が

優
先
で
、
荼だ

び毘
に
付
す
た
め
に
必
要
な
燃
料
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」

に
関
す
る
情
報
を
随
時
入
手
し
、
市
町
村
に
情
報
提
供

し
、
県
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
内
容
を
掲
載
し
た
。

東
京
都
か
ら
は
身
元
不
明
遺
体
の
受
入
の
回
答
が
あ

り
、
４
月
１
日
か
ら
火
葬
が
開
始
さ
れ
た
。

５
月
31
日
ま
で
に
９
都
道
県
に
お
い
て
計
２
５
５
９
体

が
火
葬
さ
れ
た
。

食
と
暮
ら
し
の
安
全
推
進
課
職
員

「
４
月
初
め
に
石
原
都
知
事
が
宮
城
県
に
き
た
と
き

に
知
事
か
ら
東
京
で
の
火
葬
協
力
を
お
願
い
し
て
、

４
月
中
旬
か
ら
四
ツ
木
斎
場
で
１
週
間
ほ
ど
、
火
葬

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

「
東
京
の
四
ツ
木
斎
場
で
の
火
葬
に
は
、
県
の
職
員

も
立
ち
会
い
、
一
日
１
０
０
体
く
ら
い
を
荼
毘
に
付

し
ま
し
た
。
つ
ら
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
が
、
多

く
の
方
の
御
支
援
で
や
っ
と
荼
毘
に
付
す
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
、
あ
り
が
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
」

費
用
負
担
を
ど
う
す
る
か
？

平
成
23
年
３
月
11
日
〜

災
害
救
助
法
の
適
用

県
で
は
、
３
月
11
日
に
県
内
全
市
町
村
に
対
し
災
害

救
助
法
を
適
用
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
同
日
以
降
に
お

け
る
火
葬
料
の
全
額
減
免
措
置
に
つ
い
て
３
月
22
日

及
び
４
月
22
日
付
け
で
各
市
町
村
に
通
知
し
た
。
ま
た

火
葬
料
の
他
、
棺（
付
属
品
含
む
）及
び
骨
壺
・
骨
箱
代
、

遺
体
搬
送
費（
県
外
含
む
）、
納
棺
費
、
遺
体
保
管
料
、

ド
ラ
イ
ア
イ
ス
代
も
減
免
と
な
る
こ
と
を
厚
生
労
働
省

に
確
認
の
上
、
５
月
25
日
付
け
で
各
市
町
村
宛
て
通
知

し
た
。
さ
ら
に
仮
埋
葬（
土
葬
）及
び
改
葬
に
係
る
費
用

は
、
基
準
額
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
全
額
に
同
法
を
適

用
し
、
減
免
措
置
の
対
象
と
な
る
よ
う
要
望
し
、
対
象

と
な
っ
た
。

同
法
適
用
に
よ
る
通
常
死
の
者
に
係
る
火
葬
料
等
の

苦
渋
の
選
択・仮
埋
葬

発
災
直
後
〜
平
成
23
年
11
月
19
日

土
葬
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

県
内
火
葬
場
の
能
力
を
超
え
る
数
の
遺
体
が
収
容
さ

れ
、
遺
体
の
全
て
を
早
期
に
火
葬
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
っ
た
た
め
、
県
は
厚
生
労
働
省
に
対
し
て
迅
速
な
埋

火
葬
処
理
に
向
け
た
働
き
か
け
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

同
省
か
ら「
墓
地
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
埋
火

葬
許
可
の
特
例
に
つ
い
て
」（
３
月
14
日
付
）が
発
出
さ

れ
、
埋
火
葬
許
可
証
の
発
行
手
続
の
簡
素
化
が
図
ら
れ
た
。

ま
た
、
県
で
は
仮
埋
葬（
土
葬
）す
る
場
合
の
手
順
や

墓
地
の
選
定
基
準
を
示
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
急
き
ょ
作

成
し
、
関
係
市
町
村
に
通
知
し
、
仮
埋
葬（
土
葬
）に
向

け
た
環
境
整
備
を
図
っ
た
。

食
と
暮
ら
し
の
安
全
推
進
課
職
員

「
国
内
で
土
葬
を
行
っ
て
い
る
地
域
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
調
べ
、
奈
良
県
の
情
報
を
見
つ
け
ま
し
た
。

奈
良
県
庁
に
電
話
で
相
談
し
て
、
土
葬
の
習
慣
を
も

つ
地
域
の
方
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
内
容
を
参
考

に
、
３
月
14
日
に
は
土
葬
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
た
た
き
台

が
完
成
し
ま
し
た
」

減
免
は
、
４
月
30
日
火
葬
分
ま
で
を
対
象
と
し
、
地
震

や
津
波
等
に
よ
り
死
亡
し
た
者
や
、
避
難
し
た
避
難
所

に
お
い
て
死
亡
し
た
者
等
の
死
亡
が
被
災
と
直
接
関
係

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
係
る
減
免
は
、
９
月
30
日

火
葬
分
ま
で
を
対
象
と
し
た
。

食
と
暮
ら
し
の
安
全
推
進
課
職
員

「
改
葬
に
は
、
棺
を
も
う
１
個
用
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
国
と
協
議
し
て
、
改
葬
も
災
害
救
助
法
の

対
象
に
な
る
と
い
う
回
答
を
得
ら
れ
ま
し
た
」

「
災
害
救
助
法
の
特
例
が
認
め
ら
れ
る
ま
で
の
間
、

市
町
村
に
対
し
て
何
も
言
え
ず
、
怒
ら
れ
ま
し
た
。

当
然
、
厚
生
労
働
省
に
も
再
三
電
話
を
し
て
い
る
ん

で
す
け
ど
、
厚
生
労
働
省
も
担
当
者
が
二
人
し
か
い

な
く
て
、
全
国
か
ら
話
が
き
て
い
て
。
見
切
り
で
や

っ
て
い
い
も
の
も
あ
る
ん
だ
と
。
分
か
ら
な
く
て
真

面
目
に
や
り
す
ぎ
て
い
た
か
な
と
思
い
ま
す
」

遺
体
の
身
元
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に平

成
23
年
４
月
〜
５
月

身
元
確
認
活
動　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5
月
に
入
る
と
遺
体
は
日
を
追
う
ご
と
に
傷
み
、
身

元
確
認
が
困
難
と
な
っ
た
。
着
衣
に
特
徴
を
探
す
た
め

に
汚
れ
た
衣
類
の
洗
濯
が
始
ま
り
、
県
警
と
共
に
市
町

村
、
県
の
職
員
が
手
伝
う
こ
と
に
な
っ
た
。

食
と
暮
ら
し
の
安
全
推
進
課
職
員

「
他
県
か
ら
応
援
に
入
っ
た
県
警
が
着
衣
を
洗
っ
て

い
る
の
で
、
県
と
市
町
村
も
支
援
し
て
ほ
し
い
と
県

警
か
ら
依
頼
が
あ
り
、
４
月
下
旬
か
ら
１
か
月
く
ら

い
着
衣
を
洗
い
ま
し
た
」

警
察
本
部
職
員

「
着
衣
は
泥
な
ど
で
汚
れ
が
ひ
ど
く
、
洗
う
の
は
結

構
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
き
れ
い
に
な
っ
た
着

衣
の
写
真
を
撮
り
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
た
と
こ

仮
埋
葬
と
改
葬

仮
埋
葬
の
期
限
は
、
市
町
村
で
２
年
と
し
て
い
た
が
、

火
葬
が
進
む
と
仮
埋
葬
は
中
止
さ
れ
、
仮
埋
葬
さ
れ
た

棺
も
掘
り
起
こ
さ
れ
、再
納
棺
の
後
に
火
葬
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
日
本
で
は
土
葬
は
仮
の
も
の
と
い
う
一
般
的
な

考
え
方
が
あ
り
、
遺
族
の
気
持
ち
に
市
町
村
が
応
え
た

も
の
で
あ
っ
た
。

食
と
暮
ら
し
の
安
全
推
進
課
職
員

「
つ
ら
か
っ
た
で
す
ね
。
冷
た
い
水
の
中
で
亡
く
な

っ
た
方
を
冷
た
い
土
に
入
れ
る
の
か
と
。
初
め
の
頃

は
毛
布
や
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で
仮
埋
葬
さ
れ
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
」

「
御
遺
族
の
感
情
と
こ
ち
ら
の
対
応
の
ず
れ
と
い
う

か
、
土
葬
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
た
当
初
は
、
２
年
間

そ
ち
ら
で
安
ら
か
に
と
思
い
ま
し
た
が
、
御
遺
族
は
、

ろ
、
多
く
の
方
の
身
元
が
判
明
し
ま
し
た
。
洗
濯
は

身
元
確
認
の
手
段
と
し
て
非
常
に
効
果
が
あ
り
ま
し

た
」身

元
不
明
の
遺
骨
の
保
管
及
び
引
渡
し　
　
　
　
　
　
　

県
は
、
海
上
で
発
見
さ
れ
て
グ
ラ
ン
デ
ィ
・
21（
利
府

町
）に
搬
送
さ
れ
た
身
元
不
明
の
遺
体
の
遺
骨
を
保
管
す

る
こ
と
と
し
た
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
鑑
定
に
よ
り
身
元
が
判
明

し
た
遺
骨
は
随
時
遺
族
に
引
渡
し
を
行
い
、
平
成
25
年

４
月
８
日
ま
で
に
全
て
の
遺
骨
の
引
渡
し
が
完
了
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
対
応
は
非
常
事
態
に
お
け
る
特
例
的

な
措
置
と
し
て
利
府
町
に
代
わ
り
県
が
行
っ
た
。

出典：平成24年警察白書（警察庁）

身元確認に関する
東日本大震災と阪神・淡路大震災との比較

仮埋葬（土葬）及び改葬の状況

他県での火葬件数
都道府県名 火葬人数（体）

北海道 22
青森県 19
岩手県 399
秋田県 74
山形県 1,105
福島県 47
栃木県 ７
埼玉県 26
東京都 860
合計 2,559

出典：東日本大震災～宮城県環境生活部の活動記録～（宮城県）

出典：東日本大震災～宮城県環
境生活部の活動記録～
（宮城県）

土葬マニュアル

何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
か

Ⅱ
応
急
対
応
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遺
体
安
置
所
対
応

混
乱
し
た
現
場
と

目
の
当
た
り
に
し
た
現
実

平
成
23
年
３
月
12
日
～
５
月
10
日

県
か
ら
遺
体
安
置
所
へ
の
職
員
派
遣

３
月
12
日
３
時
40
分
頃
、
県
災
害
対
策
本
部
事
務
局

は
仙
台
地
方
支
部
に
対
し
て
遺
体
安
置
所
へ
の
職
員
派

遣
を
依
頼
し
、
職
員
を
名
取
市
増
田
体
育
館
、
岩
沼
市

総
合
体
育
館
、グ
ラ
ン
デ
ィ
・
21
の
３
か
所
に
派
遣
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
仙
台
支
部
で
は
、
派
遣
調
整
を
行
い
、

同
日
10
時
頃
か
ら
派
遣
を
開
始
し
た
。

 

仙
台
地
方
振
興
事
務
所
職
員

「
発
災
翌
日
、
第
一
陣
と
し
て
グ
ラ
ン
デ
ィ
・
21
に

入
り
ま
し
た
が
、
県
職
員
が
派
遣
さ
れ
る
と
い
う
情

報
が
、
県
警
察
に
伝
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
遺

体
を
搬
送
す
る
車
が
往
復
し
ア
リ
ー
ナ
に
安
置
し
て

い
ま
し
た
が
、
受
付
に
い
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
、

中
に
は
入
ら
ず
当
日
は
何
も
で
き
ず
に
帰
り
ま
し

た
」

「
遺
体
に
関
す
る
業
務
が
あ
る
の
で
増
田
体
育
館
に

行
く
よ
う
に
指
示
を
受
け
ま
し
た
。
体
育
館
に
は
６

つ
く
ら
い
検
視
台
が
あ
り
、
泥
だ
ら
け
の
御
遺
体
を

警
察
官
が
き
れ
い
に
し
て
、
検
視
を
行
い
ま
す
。
そ

の
際
に
使
用
し
た
タ
オ
ル
を
す
す
い
だ
バ
ケ
ツ
の
水

を
、
き
れ
い
な
水
に
取
り
換
え
る
仕
事
を
し
て
い
ま

し
た
」

「
自
分
の
担
当
す
る
検
視
台
に
小
学
校
３
、
４
年

生
ぐ
ら
い
の
方
が
運
ば
れ
て
き
た
と
き
に
、
こ
ん
な

津
波
が
な
け
れ
ば
生
き
て
い
た
の
に
と
思
い
ま
し
た
。

今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
」

「
被
害
が
甚
大
か
つ
広
域
の
た
め
、
本
来
、
業
務
を

行
う
市
町
村
が
対
応
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

連
絡
体
制
の
整
備 

の
必
要
性

 

仙
台
地
方
振
興
事
務
所
職
員

「
こ
こ
に
（
遺
体
安
置
所
）
に
行
っ
て
く
れ
と
言
わ

れ
て
行
け
ば
、
そ
の
話
は
（
市
町
村
や
警
察
は
）
聞

い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
一
番
困
る
し
、
今
後
の

災
害
対
応
で
は
改
善
す
べ
き
だ
と
思
う
」

仮
埋
葬（
土
葬
）以
外
の
方
法
は
あ
っ
た
の
か 

 

食
と
暮
ら
し
の
安
全
推
進
課

「
あ
の
年
の
春
は
す
ご
く
寒
く
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
く
ら
い
ま
で
寒
か
っ
た
の
で
安
置
で
き
ま
し
た

け
ど
、
こ
れ
が
夏
だ
っ
た
り
暖
か
い
春
だ
っ
た
り
し

た
ら
難
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
仮
埋
葬
し
な
い
で

済
む
よ
う
に
巨
大
な
冷
凍
庫
を
用
意
す
る
と
い
う
わ

け
に
も
簡
単
に
は
い
か
な
い
の
で
、
最
善
の
手
を
打

つ
べ
き
と
い
う
気
持
ち
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
他
に

ど
の
よ
う
な
手
が
打
て
る
の
か
は
今
の
私
に
は
想
像

つ
か
な
い
で
す
」

広
域
火
葬
計
画
の
策
定

葬
儀
は
、
死
者
の
尊
厳
を
守
る
倫
理
的
・
道
徳
的
な

行
為
で
あ
り
、
埋
葬
・
火
葬
は
、
そ
の
核
と
な
る
も
の

で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
当
時
、
火
葬
場
が
被
災
し
た

こ
と
に
よ
り
、
十
分
な
葬
儀
が
行
え
ず
、
多
く
の
遺
族

が
心
を
痛
め
た
。

県
で
は
、
当
時
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
災
害
時
の
火
葬

体
制
が
公
衆
衛
生
及
び
遺
族
感
情
に
配
慮
し
て
速
や
か

に
構
築
さ
れ
る
よ
う
、
宮
城
県
広
域
火
葬
計
画
を
策
定

し
た
。
本
計
画
で
は
、「
被
災
市
町
村
及
び
被
災
火
葬
場

で
急
き
ょ
、
県
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
何
も
な
い
中
で
行

い
ま
し
た
。
現
場
で
状
況
に
合
わ
せ
て
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
し
て
対
応
し
た
の
が
実
態
で
し
た
」

「
仙
台
支
部
だ
け
で
は
な
く
他
の
内
陸
の
事
務
所
か

ら
の
応
援
が
あ
っ
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
う
体
制
を
整
備
し
て
お
け
ば
、
う
ま
く
い
く
と

思
い
ま
す
」

遺
族
と
向
き
合
う

平
成
23
年
３
月
12
日
～
５
月
10
日

遺
体
安
置
所
で
の
業
務
の
拡
大　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

グ
ラ
ン
デ
ィ
・
21
で
の
業
務
は
、
当
初
は
受
付
、
案
内
、

聞
き
取
り
調
査
等
で
あ
っ
た
が
、
遺
体
確
認
の
立
会
い

や
遺
体
写
真
の
照
合
等
へ
と
業
務
が
拡
大
し
た
。

 

仙
台
北
県
税
事
務
所
職
員

「
県
税
事
務
所
か
ら
は
３
人
、
遺
体
安
置
所
で
指
示

さ
れ
た
仕
事
を
し
て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

現
地
に
は
同
様
の
職
員
が
十
数
人
き
て
お
り
、
何
を

し
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。
受
付
業
務
を
指
示
さ
れ

た
の
で
受
付
場
所
を
複
数
設
定
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、

遺
体
を
確
認
す
る
人
が
す
ご
い
人
数
で
し
た
」

「
と
に
か
く
御
遺
族
の
特
徴
を
繰
り
返
し
聞
き
ま
し

た
。
お
子
さ
ん
を
亡
く
し
た
御
両
親
に
は
、
対
応
に

気
を
遣
い
ま
し
た
し
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
分
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
」

 

仙
台
地
方
振
興
事
務
所
職
員

「
聞
き
取
る
項
目
は
、
身
元
の
特
定
に
つ
な
が
る
も

の
全
て
で
す
。
ほ
く
ろ
の
位
置
、
髭ひ
げ
、
そ
ば
か
す
、

い
ぼ
、
頭
髪
の
色
、
形
、
濃
淡
な
ど
で
き
る
だ
け
細

か
く
聞
き
ま
し
た
。
家
族
で
も
離
れ
て
住
ん
で
い
る

と
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
が
分
か
ら
な
い
、
手
術
し
た

へ
の
協
力
・
支
援
」「
県
や
市
町
村
等
関
係
者
の
役
割
」「
平

時
に
お
け
る
災
害
へ
の
備
え
」を
定
め
、
火
葬
が
追
い
つ

か
な
い
ほ
ど
の
大
規
模
災
害
時
に
、
県
内
及
び
他
県
の

火
葬
場
か
ら
の
支
援
を
受
け
、
広
域
的
な
火
葬
体
制
を

構
想
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

異
常
気
象
に
よ
る
風
水
害
が
頻
発
す
る
昨
今
、
震
災

に
限
ら
ず
、
様
々
な
災
害
や
新
た
な
感
染
症
の
対
策
と

し
て
本
計
画
の
重
要
性
を
周
知
す
る
と
と
も
に
県
内
外

の
自
治
体
と
の
情
報
伝
達
訓
練
を
継
続
的
に
実
施
す
る
。

地
域
防
災
計
画
へ
の
反
映

埋
火
葬
に
つ
い
て
、
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
は「
遺

体
の
捜
索
・
処
理
・
埋
葬
」と
し
て
項
目
が
整
理
さ
れ
、

毎
年
改
定
作
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
広
域
火
葬
計
画

の
策
定
と
並
行
し
て
、
こ
の
改
定
作
業
に
合
わ
せ
て
策

定
し
た
内
容
の
地
域
防
災
計
画
へ
の
反
映
を
行
っ
た
。

な
お
、
県
の
防
災
計
画
は
県
内
各
市
町
村
の
防
災
計

画
の
下
地
と
な
っ
て
お
り
、
市
町
村
の
防
災
計
画
に
お

こ
と
は
あ
る
が
、
そ
の
手
術
痕
が
分
か
ら
な
い
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」

「
最
初
の
頃
は
紙
に
記
録
し
て
い
ま
し
た
が
、
途
中

か
ら
は
パ
ソ
コ
ン
の
エ
ク
セ
ル
を
使
用
し
、
特
徴
が

合
致
す
る
情
報
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
警
察
に
情
報

を
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」

「
宮
城
県
の
方
が
岩
手
県
沖
で
見
つ
か
っ
た
り
、
そ

の
逆
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。
情
報
共
有
が
う
ま
く

い
か
ず
、
御
遺
族
は
大
変
な
御
苦
労
を
さ
れ
た
と
思

い
ま
す
。
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
写
真
を
フ
ァ
イ
ル

に
し
て
、
そ
の
後
に
は
、
気
仙
沼
の
安
置
所
の
フ
ァ

イ
ル
な
ど
も
貼
り
ま
し
た
」

遺
体
安
置
所
へ
の
職
員
派
遣
は
名
取
市
遺
体
安
置
所

（
増
田
体
育
館
、
旧
仙
台
空
港
ボ
ウ
ル
）へ
は
４
月
４
日

ま
で
、
岩
沼
市
総
合
体
育
館
へ
は
３
月
25
日
ま
で
、
グ

ラ
ン
デ
ィ
・
21
へ
は
５
月
10
日
ま
で
継
続
し
た
。

本
業
務
は
、
最
も
過
酷
な
現
場
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
イ

い
て
も
、
広
域
火
葬
計
画
で
策
定
し
た
内
容
が
反
映
さ

れ
て
い
る
。

重
要
施
設
の
燃
料
規
格
等
の
共
有

火
葬
場
を
含
む
災
害
拠
点
病
院
等
の
重
要
施
設
に
対

し
、
円
滑
に
燃
料
給
油
す
る
た
め
、
石
油
連
盟
と
覚
書

を
交
わ
し
、
給
油
口
の
規
格
等
、
必
要
な
情
報
を
共
有

し
て
い
る
。

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
依
頼
を
す
る
中
で
、
当
時
の
こ
と
を
語

る
こ
と
が
難
し
い
と
言
う
職
員
も
い
た
。

 

食
と
暮
ら
し
の
安
全
推
進
課
職
員

「
市
町
村
職
員
は
県
職
員
よ
り
も
っ
と
大
変
で
し
た
。

自
分
の
顔
見
知
り
の
方
々
の
御
遺
体
を
運
び
、
洗
い
、

御
遺
族
と
対
面
し
て
い
た
の
で
す
。
南
三
陸
町
で
は

避
難
所
と
安
置
所
が
一
緒
で
す
。
市
町
村
の
職
員
は

皆
さ
ん
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

仮
埋
葬
の
場
所
の
確
保

 

食
と
暮
ら
し
の
安
全
推
進
課

「
ベ
タ
ー
な
選
択
で
の
仮
埋
葬
と
い
う
こ
と
で
し
か

対
応
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
、
そ
の
場
合
で
も
仮
埋

葬
す
る
場
所
の
確
保
で
苦
労
し
ま
し
た
。
震
災
直
後

に
高
知
県
の
課
長
が
き
て
話
し
た
と
き
に
、
東
南
海

ト
ラ
フ
の
地
震
が
起
き
た
と
き
ど
う
な
る
ん
だ
と
い

う
話
が
出
ま
し
た
」

日
頃
の
訓
練
で
余
裕
を
も
っ
た
対
応
が
で
き
る 

 

食
と
暮
ら
し
の
安
全
推
進
課

「
今
後
の
災
害
で
は
、
可
能
な
限
り
土
葬
を
減
ら
し
、

火
葬
が
で
き
る
体
制
を
作
る
と
い
う
こ
と
で
、
広
域

火
葬
計
画
を
作
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
、

地
震
が
起
き
た
と
き
に
何
を
し
て
い
い
か
分
か
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
日
頃
の
訓
練

が
非
常
に
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
訓
練
の
中
で
、
ど

こ
に
な
ん
の
情
報
を
提
供
す
る
か
、
何
人
の
職
員
を

派
遣
す
る
か
と
い
う
連
携
体
制
を
き
ち
ん
と
構
築
し

て
い
れ
ば
、
あ
る
程
度
は
精
神
的
に
余
裕
を
も
っ
て

対
応
で
き
る
と
思
い
ま
す
」

参
照

記
録
誌
等

・�

東
日
本
大
震
災
ー
宮
城
県
の
６
か
月
間
の
災
害
対
応
と
そ

の
検
証
ー（
宮
城
県
総
務
部
危
機
対
策
課
・
平
成
24
年
３

月
）

・
警
察
白
書（
警
察
庁
・
平
成
24
年
版
）

・�

東
日
本
大
震
災
～
宮
城
県
環
境
生
活
部
の
活
動
記
録
～

（
宮
城
県
環
境
生
活
部
環
境
生
活
総
務
課
・
平
成
25
年
７

月
）

・�

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
警
察
活
動
の
記
録（
宮
城
県
警

察
災
害
警
備
本
部
・
平
成
26
年
４
月
）

・
東
日
本
大
震
災
ー
宮
城
県
の
発
災
後
１
年
間
の
災
害
対

応
の
記
録
と
そ
の
検
証
ー（
宮
城
県
総
務
部
危
機
対
策
課
・�

平
成
27
年
3
月
）

計
画
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
等

・
宮
城
県
地
域
防
災
計
画

・�

宮
城
県
大
規
模
災
害
時
医
療
救
護
マ
ニュ
ア
ル

・
宮
城
県
広
域
火
葬
計
画

御遺体の特徴の掲示

出典：宮城県環境生活部食と暮らしの安全推進課

仙台地方振興事務所 仙台地方振興事務所 警察本部 食と暮らしの安全推進課 食と暮らしの安全推進課

←ウェブサイトでも
　御覧いただけます

災
害
対
応
の
経
験
か
ら 

学
ん
だ
こ
と

今
後
の
災
害
対
応
に 

向
け
た
取
組
等

後
輩
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

※
所
属
は
本
テ
ー
マ
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
当
時
の
も
の

広域火葬計画のフロー

宮城県

被災市町村

火葬場等
関係者 近隣道県

②応援依頼②応援依頼

①支援要請

③協力・支援 ③協力・支援

Ⅱ 

応
急
対
応


